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３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
イ
ン
テ
グ
ラ
ン
株
式
会
社
、

株
式
会
社
大
昌
電
子
の
岩
手
工
場

の
従
業
員
に
は
被
災
さ
れ
た
方
も

お
ら
れ
、
復
興
と
共
に
元
気
に
な

ら
れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

今
回
の
地
震
と
津
波
、
原
発
の

も
た
ら
し
た
被
害
が
こ
れ
か
ら
の

経
営
に
与
え
る
こ
と
は
何
か
？

私
な
り
に
考
え
た
こ
と
を
述
べ

て
年
度
初
め
の
挨
拶
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

第
一
は
日
本
が
得
意
な
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
の
分
野
で
ア
メ
リ

カ
が
進
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
ア

メ
リ
カ
を
凌
い
で
い
た
こ
と
が
判

っ
た
こ
と
で
す
。
１
９
８
０
年
代

の
日
本
は
世
界
の
ト
ッ
プ
に
躍
り

出
る
勢
い
で
し
た
。
そ
の
後
の
日

本
は
バ
ブ
ル
崩
壊
で
失
わ
れ
た
10

年
否
20
年
を
継
続
中
で
す
。
ア
メ

リ
カ
は
日
本
何
す
る
も
の
ぞ
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
出
来
な
い
日
本
を
侮

り
ま
し
た
が
、
ど
っ
こ
い
日
本
は

世
界
へ
の
部
品
供
給
で
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
達
成
し
て
い
た
こ
と
が
今

回
世
界
に
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
は
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

支
え
る
物
作
り
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
に
Ｂ
Ｃ
Ｍ
（
事
業
継
続
）
上

の
思
い
も
し
な
い
弱
点
が
表
出
し

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

原
材
料
が
入
手
で
き
な
け
れ
ば

物
は
作
れ
ま
せ
ん
。
部
品
が
入
手

で
き
な
け
れ
ば
製
品
は
で
き
ま
せ

ん
。
電
気
が
来
な
け
れ
ば
す
べ
て

が
止
ま
り
ま
す
。

今
後
は
事
業
継
続
の
視
点
（
Ｂ

Ｃ
Ｍ
）
が
重
視
さ
れ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

具
体
的
に
は
仕
入
れ
先
の
複
数

化
、
代
替
品
の
あ
る
材
料
、
部
品

を
使
う
物
作
り
、
一
つ
の
電
力
会

社
管
内
に
生
産
拠
点
を
集
中
し
な

い
、
原
発
の
近
く
で
の
工
場
立
地

は
避
け
る
等
々
。

こ
こ
で
私
た
ち
が
良
く
耳
に
す

る
“
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
”
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
お
客
様
は
一
つ
の
会
社

に
依
存
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
嫌

と
い
う
ほ
ど
今
回
体
験
し
た
か
ら

で
す
。
も
と
も
と
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

と
は
自
分
勝
手
な
優
越
志
向
で
お

客
様
の
価
値
観
と
は
無
関
係
な
も

の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

【
お
見
舞
い
】

3
月
11
日(

金)

に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

分社グループ

社長会開催

フォレスト総合ケア㈱

新社長候補平岡顧問
㈱サテリット

矢澤新社長

株
式
会
社
サ
テ
リ
ッ
ト

新
社
長
に
矢
澤
氏
就
任

フ
ォ
レ
ス
ト
総
合
ケ
ア
㈱

次
期
社
長
候
補
に

平
岡
氏

平
成
23
年
４
月
20
日(

水

)

コ
ー
ト
ヤ
ー
ド･

マ
リ
オ

ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
に

お
い
て
今
年
度
第
１
回
目

の
社
長
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

篠
﨑
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
３
月
31

日
を
も
っ
て
退
任
し
た
㈱
サ
テ
リ
ッ
ト

嶌
村
忠
前
社
長
に
代
わ
っ
て
新
社
長
に

就
任
し
た
矢
澤
克
弘
氏
（
同
社
取
締
役･

49
歳
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
次

い
で
フ
ォ
レ
ス
ト
総
合
ケ
ア
㈱
平
岡
敏

雄
氏
（
同
社
顧
問･

57
歳
）
が
次
期
社
長

候
補
と
し
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
は
月
次
業
績
推
移(

3
月

期
及
び
通
期)

、
分
科
会
報
告(

２
月
22

日
開
催｢

経
理･

税
務･

金
融
部
会)

、
震

災
復
旧
融
資
・
会
計
処
理
関
係
に
つ
い

て
報
告
と
連
絡
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

(

２
頁
へ
続
く)

酒井代表

“オンリーワン”の危うさ
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㈱
大
昌
電
子

震
災
被
害
状
況
報
告

岩
手
県
に
工
場
を
持
つ

株
式
会
社
大
昌
電
子
篠
﨑

社
長
よ
り
東
日
本
大
震
災

で
被
害
を
受
け
た
岩
手
工

場
の
様
子
を
詳
細
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経 理 ・ 税 務 ・ 金 融 部 会 1 1 社 会

グ
ル
ー
プ
各
社
よ
り
33
名

参
加
。

2
月
22
日(

火)

ゆ
う
ぽ
う
と

(

品
川
区･

五
反

田)

に
お
い
て
経

理･

財
務･

金
融

部
会
の
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は

グ
ル
ー
プ
顧
問

の
野
村
聡
先
生
。

｢

２
０
１
１

年
３
月
期
決
算

留
意
事
項
（
内

部
監
査
の
結
果

を
踏
ま
え
て･･

･

）｣

を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
全

社
の
監
査
結
果

か
ら
改
善
点
を

共
通
認
識
す
る

と
共
に
、
来
年

度
の
税
制
改
正

点(

会
計･

税
務)

に
つ
い
て
、
ま

た
今
後
日
本
で

も
適
用
さ
れ
る

と
言
わ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ(

国

際
会
計
基
準)

の

動
向
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま

し
た
。

分科会

品質管
理・環境

ＩＴ

非製造

プリント
基板

板金・塗
装

装置

経理・税
務・金融

総務・労
務・人材

【

勉
強
会

】

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
の
杉
浦
哲
郎
氏
を
お
迎
え
し
、
『
大

震
災
の
影
響
と
復
興
・
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
』

と
題
し
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
大
震
災
に
よ
る
日
本
国
内
外

の
経
済
動
向
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

★今回勉強会で使用されたみ
ずほ総合研究所の資料は事務
局にございます。ご希望の方
には電子メールでお送りいた
しますのでご連絡下さい。

震
災
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
頒
布

フ
ォ
レ
ス
ト

総
合
ケ
ア
㈱

フ
ォ
レ
ス
ト
総
合
ケ
ア

株
式
会
社
荻
野
社
長
よ
り

同
社
の
地
震
保
険
加
入
者

に
対
す
る
保
障
実
行
等
の

報
告
と
震
災
後
の
対
応
を

詳
し
く
ま
と
め
た
小
冊
子

「
東
日
本
大
震
災
対
策
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
〔
復
興
対
応

編
〕
」
と
「
地
震
！
グ
ラ

ッ
と
来
る
前
に
」
が
頒
布

さ
れ
、
も
し
も
の
時
の
備

え
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し

た
。

講師杉浦哲郎氏

４
月
20
日(

水)

コ
ー
ト

ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀

座
東
武
ホ
テ
ル
に
お
い
て

11
社
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
社
は
事
業
活
動

を
休
止
し
て
い
る
サ
ン
マ

レ
ッ
ト
㈱
、
ソ
リ
ッ
ド
ム

ー
ル
㈱
を
の
ぞ
く
９
社
、

社
長
会
、
勉
強
会
に
続
い

て
の
参
集
と
な
り
ま
し

た
。分

社
理
念
研
究
所

の
木
村
副
代
表
が
座

長
を
務
め
「
本
音
の

話
を
し
よ
う
」
と
い
う

挨
拶
の
言
葉
を
皮
切
り

に
各
社
よ
り
前
期
の
業
績

と
今
期
の
先
行
き
、
震
災

の
影
響
、
資
金
繰
り
、
自

社
で
抱
え
て
い
る
問
題･

課

題
（
設
備
の
老
朽
化
、
若

手
の
人
材
確
保･

育
成･･･

）
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

分
社
グ
ル
ー
プ
社
長
会

分 科 会 開 催
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大陽工業株式会社インテグラン株式会社

代表取締役

関山浩一

代表取締役

酒井陽太

　【売上 ・ 利益目標 一覧】
（百万円）

会　社　名 売上 利益 男性 女性

大陽工業株式会社 6,750 270 5 3

インテグラン株式会社 2,350 50 1 0

株式会社大昌電子 21,500 550 27 4

セブンヒルズ株式会社 160 12 0 0

富士精密株式会社 2,200 110 0 0

丸忠デジタル株式会社 308 8 0 0

大金電子工業株式会社 2,100 30 2 2

株式会社幸大ハイテック 3,200 20 3 0

フォレスト総合ケア株式会社 62 0.2 0 0

ﾌｧﾅｯｸﾏｸﾞﾄﾛﾆｸｽ株式会社 3,400 170 1 0

株式会社ﾀﾞｲﾁｭｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ 4,500 90 0 0

株式会社富士ｺｽﾓｻｲｴﾝｽ 140 7 0 0

株式会社ウィーゴ 185 6 0 0

株式会社サテリット 114 4 0 0

株式会社トライターム 1,300 39 0 0

日本ﾌﾗｲﾄｾｰﾌﾃｨ株式会社 150 10 0 0

株式会社コダビット 120 2 0 0

株式会社ﾆｭｰｼｽﾃﾑｽﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 206 9 0 0

グループ合計 48,745 1,387 34 6

【新入社
員数】

分社グループ各社の代表取締役から今年度の
目標・抱負等、経営計画を発表していただき
ましたのでご紹介いたします。

新事業年度

スタート

平成23年度 経営計画

東
日
本
の
大
震
災
の
影
響
は
こ
れ

か
ら
も
1
年
～
2
年
は
続
き
、
復
旧
、

復
興
に
は
相
当
の
時
間
が
掛
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
中
で
、
特
に
イ

ン
テ
グ
ラ
ン
は
復
旧
、
復
興
に
向
け

た
装
置
、
電
源
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ

に
関
す
る
受
注
の
取
り
込
み
が
重
要

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
夏

季
の
電
力
不
足
に
向
け
、
生
産
体
制

の
見
直
し
な
ど
を
含
め
た
対
策
を
早

急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
事
業
の

集
中
と
選
択
を
一
層
加
速
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
業
績
及
び
財
務
体
質
の

改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

生産設備の充実と
新技術開発の強化

重

点

目

標

低価格で高品質プリント基
板の海外調達の実現

新事業（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ）の
稼げる態勢作りとその実現

人材の育成と若手の
活躍の場を創る

重

点

目

標

保有技術の選択と
集中

リスクマネジメント

グループ全社

売上目標 ４８７億円

経常利益目標 １４億円

新 入 社 員 総 数
（グループ計） ４０名

２
０
０
８
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
、
２
０
１
１
年
３
月
の
大
震
災
と

デ
フ
レ
下
の
日
本
は
更
に
大
き
な
出
来

事
に
見
舞
わ
れ
混
沌
と
し
た
状
況
で
す
。

明
治
維
新
、
太
平
洋
戦
争
に
も
匹
敵
す

る
事
態
で
す
。

緊
急
時
に
は
そ
れ
に
合
っ
た
経
営
手

法
で
全
社
一
丸
と
成
っ
て
こ
の
難
局
を

切
り
抜
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
製
品
の
産
業
用
イ
ン
フ

ラ
の
プ
リ
ン
ト
基
板
、
Ｆ
Ｓ
装
置
カ
ン

パ
ニ
ー
の
放
射
線
測
定
器
、
そ
し
て
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
部
の
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

等
々
で
復
興
へ
の
貢
献
も
担
う
つ
も
り

で
す
。
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セブンヒルズ株式会社 株式会社大昌電子

富士精密株式会社丸忠デジタル株式会社

代表取締役

増島清治

代表取締役

鎌内 勉

代表取締役

篠﨑尚利

代表取締役

山田敏明

『
新
た
な
発
展
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る

年
』
～
今
ま
で
の
改
革
・
努
力
を
必
ず
成

果
に
つ
な
げ
る
～

百
年
に
一
回
の
世
界
金
融
危
機
に
対
し
、

今
年
こ
そ
は･

･

の
矢
先
、
千
年
に
一
回
の

規
模
と
云
わ
れ
る
大
震
災
に
遭
遇
し
ま
し

た
。
新
た
な
発
展
に
向
け
て
試
練
の
時
。

経
営
環
境
は
強
い
円
高
で
、
日
本
の
製
造

業
は
益
々
南
下
し
ま
す
。
中
国
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
、
タ
イ
、
更
に
イ
ン
ド
に
向
か
う
。

国
内
の
プ
リ
ン
ト
基
板
市
場
は
１
兆
円
産

業
か
ら
５
０
０
０
億
円
へ
と
縮
小
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
当
社
が
生
き
抜
く

為
に
は
、
一
段
と
市
場
の
シ
ェ
ア
ー
を
上

げ
る
。
今
ま
で
の
守
り
の
事
業
運
営
か
ら

目
線
を
上
げ
た
挑
戦
、
挑
（
い
ど
）
む
姿

勢
が
極
め
て
重
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

金
融
危
機
と
い
う
世
界
的
な
津
波

に
の
み
こ
ま
れ
、
よ
う
や
く
経
済
も

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
今
後
の
回

復
を
予
想
し
て
い
た
矢
先
、
東
日
本

を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
震
災
に
よ
っ

て
大
打
撃
を
受
け
、
今
後
日
本
国
内

だ
け
で
は
な
く
世
界
を
巻
き
込
ん
だ

混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

電
力
問
題
、
物
資
不
足
又
原
油
の

高
騰
等
に
よ
り
、
原
材
料
の
価
格
上

昇
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
環
境
下
で
当
社
は
平
成
21
年

度
と
同
様
に
「
変
革
」
を
再
度
掲
げ

心
機
一
転
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る

べ
く
全
社
一
丸
と
な
り
目
標
達
成
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。

当
社
は
、
プ
リ
ン
ト
基
板
金
型
を
国

内
一
流
メ
ー
カ
ー
に
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

変
化
に
伴
い
、
プ
リ
ン
ト
基
板
関
係
で

は
製
造
設
備
機
器
を
含
め
、
ト
ー
タ
ル

な
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
特

に
多
層
用
治
具
板
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
お

い
て
は
営
業
活
動
を
全
国
に
展
開
し
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
自
動
車
用
立
体
パ
ネ
ル
金
型
で

は
、
三
次
元
形
状
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
金
型

の
新
た
な
業
界
、
お
客
様
に
ご
提
案
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

形
状
加
工
の
分
野
で
は
、
当
社
開
発

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
加
工
を
国
内
外
の
お

客
様
に
紹
介
す
る
と
共
に
販
売
し
て
ま

い
り
ま
す
。

大
震
災
の
影
響
が
大
き
い
年
度
だ
と

思
い
ま
す
が
、
当
社
の
業
種
は
、
近
年

の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
注
目
が
高

ま
っ
て
い
る
た
め
市
場
の
成
長
が
益
々

期
待
で
き
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
拡
販
に
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。

前
期
に
新
規
開
拓
を
進
め
て
い
る
顧

客
先
を
実
績
に
繋
げ
目
標
を
達
成
さ
せ

ま
す
。

生産効率の向上

重

点

目

標

創造力の養成

信頼される企業への
追求

金型のトータルソリュー
ションの確立

重

点

目

標

ハイブリッド金型の更
なる開発、提供

お客様のフルサポート
体制の強化

国内市場でのシェアー
拡大と海外販売の強化

重

点

目

標

先端技術・特徴商品の
開発と超品質

栃木・岩手工場の主要
工程の共有化

チームワークの構築

重

点

目

標

徹底した無駄の削除

全力での新規開拓
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「
見
て
、
感
じ
て
、
変
化
し
、
常
に
進

化
し
続
け
る
」

世
界
の
産
業
構
造
が
変
化
す
る
中

に
あ
っ
て
、
競
争
の
土
俵
が
変
化
し

て
お
り
こ
の
変
化
を
好
機
と
し
て
捉

え
る
た
め
に
は
、
機
器
の
省
エ
ネ
性

能
に
止
ま
ら
ず
、
人
々
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
を
変
え
て
い
く
枠
組
み
を
提

案
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

当
社
と
し
ま
し
て
は
「
（
メ
カ
ト

ロ
＋
制
御
技
術
＋
組
込
ミ
ド
ル
ウ
ェ

ア
）
×
通
信
、
セ
ン
サ
ー
＝
総
合
技
術

力
」
の
追
求
で
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

株式会社幸大ハイテック

当
期
（
39
期
）
は
成
長
分
野
の
受
注

拡
大
・
人
材
育
成
を
柱
と
し
た
事
業
基

盤
の
強
化
を
重
要
方
針
に
置
き
ま
す
が
、

同
時
に
節
目
と
な
る
40
期
を
迎
え
る
為

の
ス
テ
ッ
プ
の
期
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
や
社
会
環
境
、
経
済
環
境
、
経
営

環
境
が
変
わ
り
、
仕
事
環
境
も
変
化
し

て
い
く
中
、
経
営
の
原
点
に
返
り
事
業

を
継
続
し
発
展
さ
せ
る
為
の
基
本
を
確

実
に
習
得
し
、
様
々
な
経
営
課
題
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
一
層
強
化
に
努

め
課
題
を
克
服
し
ま
す
。
「
過
去
か
ら

学
び
、
今
の
た
め
に
生
き
、
未
来
に
対

し
て
希
望
を
持
つ
」
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
名
言
で
す
が
、
今
の
時
代
を
示
唆

す
る
も
の
と
心
得
ま
す
。

大金電子工業株式会社

ファナックマグトロニクス株式会社 フォレスト総合ケア株式会社

『
安
心
の
提
案
と
事
業
再
生
の
継
続
』

①
保
険
は
、
お
客
様
に
無
形
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
、
安
心
プ
ラ
ン
の
提
案
（

法
人
、
個
人
）
と
サ
ポ
ー
ト
は
迅
速
対

応
を
行
う
。

②
事
業
再
生
を
継
続
し
て
、
人
材
派

遣･

建
設
は
、
全
般
業
務
か
ら
メ
デ
ィ

カ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
営
繕･

エ
コ･

リ

フ
ォ
ー
ム
主
体
に
業
務
を
絞
り
、
企
画

提
案･

原
価
低
減
を
図
り
お
客
様
満
足

の
営
業
姿
勢
、
新
規
事
業
は
、
業
務
用

家
電
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
社
へ
卸
売

及
び
経
費
低
減
の
プ
ラ
ン
提
案
（
成
功

報
酬
制
）
を
立
ち
上
げ
る
。

③
小
人
数･

多
業
種
を
、
従
業
員
み

ん
な
で
協
力
し
あ
い
、
お
客
様
最
優
先

を
掲
げ
、
無
形
の
利
益
を
提
供
い
た
し

ま
す
。

代表取締役

荻野尹步

代表取締役

眼目 毅

代表取締役

本間 修

代表取締役

菅 正彦

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
”
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
力
“
で
す
。

当
社
顧
客
の
主
要
製
品
は
工
作
機
械
、

産
業
機
械
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
輸

出
向
け
の
機
器
で
す
。
低
価
格
化
の
要

求
、
現
地
仕
様
へ
の
対
応
、
製
造
の
現

地
化
な
ど
の
新
た
な
要
求
に
晒
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
そ
の
広
が
り
の
中
で
、

海
外
の
受
託
製
造
会
社
と
の
競
争
が
起

こ
る
な
ど
、
大
き
く
視
点
を
変
え
て
今

ま
で
と
は
異
な
る
対
応
を
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
一
部
の
部
品
、
材
料
の
入
手
に

苦
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
競
争
力
の
あ

る
強
い
会
社
へ
進
化
す
る
た
め
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
意
識
し
た
”
チ
ェ
ン

ジ
”
を
実
行
し
て
行
き
ま
す
。

保険の安心プラン提案とサ
ポートを迅速対応する

重

点

目

標

事業内容を絞り効率を
上げ、原価低減を図る

新規事業(商品販売、経費
節減)事業化を目指す

人材育成

重

点

目

標

受注拡大(成長分野・ファブ
レス)・サービス拡大

原価低減・品質保証

守秘義務と安全・安心

重

点

目

標

変化対応力

自動化生産システム

競争力の強化

重

点

目

標

業務効率化

企業力の向上
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株式会社サテリット

【
目

標
】

①
現
場
現
実
か
ら
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向
上

②
工
場
の
知
恵
を
活
か
し
た

生
産
体
制
＝
や
る
気

③
大
規
模
災
害
に
よ
る
経
済

社
会
情
勢
の
中
で
共
存
共
栄

新
た
な
生
き
残
り
へ
の
挑
戦

何
が
出
来
る
か
で
は
な
く
出
来
な
い

事
を
可
能
に
す
る

日
々
事
業
の
改
善
に
努
め
協
力
し
あ

い
事
業
の
発
展
に
努
め
ま
す

株式会社ウィーゴ

株式会社ダイチューテクノロジーズ

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

目
指
せ
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

カ
ン
パ
ニ
ー

【
方

針
】

開
発
主
体
型
の
企
業
を
目
指
す

・
開
発
力
の
強
化

（
要
員
強
化
、
若
手
登
用
、
標
準
化
、

開
発
プ
ロ
セ
ス
改
善
）

・
開
発
主
体
型
の
組
織

自
社
製
品
の
開
発
、
販
売
、

サ
ー
ビ
ス
を
行
う

・
Ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｇ
ｒ
ｏ
シ
リ
ー
ズ
の
開

発
、
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

・
販
売
活
動
の
強
化

（
増
員
、
Ｈ
Ｐ
、
Ｗ
ｅ
ｂ･･･

）

コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
蓄
積
を
行
う

・
ス
ト
レ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｄ
Ｄ
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ)

、

Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
技
術
、
メ
カ
技
術
、
シ

ス
テ
ム
技
術

株式会社富士コスモサイエンス

平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
東
北
地
方
の
壊
滅
的
な
被
災
、

関
東
地
方
の
計
画
停
電
、
西
日
本
の

観
光
の
自
粛
ム
ー
ド
の
影
響
で
、
受

注
の
減
少
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
営
業
活
動
の
重
点
を

関
東
お
よ
び
西
日
本
に
置
い
て
受
注

を
確
保
し
、
経
費
削
減
を
進
め
て
利

益
の
確
保
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
明
る
さ
と
夢
を
失

わ
ず
に
、
社
員
を
大
切
に
し
て
、
全

員
の
力
を
結
集
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

代表取締役

佐藤龍治

代表取締役

矢澤克弘

代表取締役

松澤 悟

代表取締役

眞道保美

今
期
は
、
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
先
行
き

不
透
明
な
状
況
で
あ
る
と
と
も
に
、

経
営
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
社
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
状
況

を
勝
ち
抜
い
て
行
く
た
め
に
、
社
内

体
制
の
再
構
築
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
人
材
の
育

成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
社
内
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
営
業
面
に
お
き
ま
し

て
も
、
受
注
量
の
確
保
を
最
優
先
に

考
え
、
目
標
達
成
に
向
け
て
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

収益確保へ向けての
受注体制の強化

重

点

目

標

社内体制の再構築

世代交代への
取り組み

受注・売上・利益の
確保、拡大

重

点

目

標

事業計画・実績管理の
徹底

品質保証体制の強化

現場から人材育成

重

点

目

標

外販小回り
新しい挑戦

多品種、多能工による
改善

博物館市場への販売分析
営業、自動納品の拡大

重

点

目

標

一般市場の顧客開拓

経費削減の推進
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【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

航
空
業
界
に
優
秀
な
操
縦
士
を
送
り

込
む
こ
と
に
よ
り
、
航
空
業
界
の
発
展

を
基
礎
か
ら
支
え
る

本
業
で
あ
る
操
縦
訓
練
で
は
、

官
、
民
を
問
わ
ず
、
訓
練
生
を

確
実
に
卒
業
、
就
職
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
業
界
で
の
優

劣
の
ト
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
操
縦
士
の
需
要

が
最
近
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

よ
り
一
層
、
こ
の
分
野
に
注
力

す
る
と
と
も
に
空
撮
、
遊
覧
に

お
い
て
も
、
新
鋭
機
導
入
に
よ

り
更
な
る
新
規
開
拓
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日本フライトセーフティ株式会社 株式会社トライターム

株式会社ニューシステムズ

テクノロジー

株式会社コダビット

複
雑
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、
変

化
に
強
い
人
材
を
育
成
す
る
に
は
、

多
種
多
様
な
専
門
性
を
も
つ
者
同
士

の
横
の
つ
な
が
り
が
欠
か
せ
な
い
。

専
門
性
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
を
理
解
し
統
合
す
る
人
材

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
生
管
、
生

技
、
製
造
が
横
断
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
い
う
型
で
「
自
ら
調
べ
、
自
ら
考

え
、
行
動
す
る
」
人
材
を
育
成
す
る

理
念
で
視
野
の
広
さ
や
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
自
己
管

理
力
の
つ
い
た
変
化
に
強
い
人
材
を

育
て
る
。

代表取締役

眼目 毅

代表取締役

山田元昭

代表取締役

菅 実

代表取締役

熊谷 修

今
期
の
基
本
方
針
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
変
革
」
で
4
つ
の
目
標
に
て
遂
行
す

る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

第
一
は
顧
客
の
深
掘
と
拡
大
へ
の
挑

戦
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
顧
客
の
深
掘
と

新
分
野
、
新
規
顧
客
の
獲
得
で
す
。

第
二
は
生
産
効
率
化
へ
の
挑
戦
で
す
。

施
策
と
し
て
原
価
管
理
の
徹
底
、
回
転

率
向
上
等
の
総
合
コ
ス
ト
管
理
で
す
。

第
三
は
信
頼
さ
れ
る
企
業
へ
の
挑
戦

で
提
案
型
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
追
求
で
す
。

第
四
は
地
球
環
境
保
全
活
動
の
推
進

で
す
。

結
論
的
に
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
考
え

方
・
手
段
・
行
動
の
全
て
を
変
革
し
、

目
標
を
貫
徹
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

大
震
災
、
放
射
能
漏
れ
な
ど
想
定
外

の
災
害
が
起
こ
っ
て
お
り
、
日
本
経
済

の
み
な
ら
ず
、
世
界
経
済
に
ま
で
多
大

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
何
が
起
こ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
く
想
定
す
る
こ
と

に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
が
起
こ

っ
て
も
慌
て
ず
に
、
足
元
を
固
め
、
本

業
に
集
中
し
、
し
か
し
変
化
に
も
柔
軟

に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
情
報
は
よ
り
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
迅
速
か
つ
適
切
な

情
報
収
集
に
努
め
、
よ
り
ベ
タ
ー
な
選

択
を
す
る
事
に
よ
り
、
利
益
の
積
み
上

げ
が
出
来
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
期
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
“
選
択
と
集
中

”
で
す
。

“変化に強い人材”を
育てる

重

点

目

標

“Independence2013”
の推進

生産革新

ソフトウェア応用技術
への対応力アップ

重

点

目

標

プロジェクト管理体制
の強化

コスト低減を意識した
効率化の推進

顧客の深堀と拡大へ
の挑戦

重

点

目

標

生産効率化への挑戦

信頼される企業への
挑戦

優秀かつ誠実な訓練で、訓練生の信
頼を得、確実に卒業生の就職を支援
して、その評判を上げる。そのことが
顧客確保の最大の近道であると、社
員意識を徹底させる

重

点

目

標

確かな技術と経験に合わせ、基
本に忠実な運航で安全を確実な
ものとし、無事故記録を更新

今年は安全検査の年でもあり、体
制をより一層充実させ、今まで以
上に安全性の向上を図る



工場見学

プレゼンテーション

ホームの名称は酒井陽太理事長と東
京大学名誉教授で言語学者の柴田步様との会話の中で生まれま
した。“ゴールデン”は充実した光り輝く人生を、“鶴亀”は
長寿を表しています。右のレリーフは正面玄関に設置されてい
るもので、漆芸家の東日出夫先生の作品です。

ゴールデン鶴亀ホームでは人事院，教員等々広くボランティ
ア研修の受け入れを実施しています。分社グループでも新入社
員教育の一環として（株）大昌電子が先陣をきり実施していま
す。本年度は大陽工業（株）の新入社員８名が研修を行いまし
た。それぞれが実生活では経験できない貴重な体験の中で社会
貢献について、また命の尊厳について等々多くのことを学ぶ事
が出来たようです。（下記写真１～５）

平成23年4月の予定表

（写真１） （写真２） （写真３）

（写真４） （写真５）

利用者さんの洗濯物を毎日各居
室まで運んでいます。

食後の食器を後片付けしていま
す。

利用者さんと傾聴中
（ちょっと緊張しています）

食後のひととき（毎日楽しみ
にしているテレビドラマを見
ています。）

デイサービス等の送迎用リフト
付バス

（写真６） （写真７）

現在の利用者さんは２階３階の居室に８０名及びショートス
テイ（１週間程度の滞在）が１０名、１階のデイサービス（通
所介護）が１日３２名程（火～土）ご利用されています。

東急多摩川線・步蔵新田駅から線路沿いに徒歩５分、分社グループ酒井陽太代表が理
事長を務める「ゴールデン鶴亀ホーム」が、アットホームな雰囲気で佇んでいます。此
の場所こそ分社グループ創始の地であります。開所したのは2000年（平成12年）４月、
先代の理事長故酒井邦恭氏が考える理想のホームは、それから１１年経過した現在でも
『明るく楽しく過ごせる毎日』という基本理念を念頭に日々介護サービスをご提供して
おります。左の写真は敷地内の北東に設置されている記念碑であり『人の心を大切にす
る経営を此の地で始めた』という分社グループ経営の基本理念が刻まれています。

私たち社会福祉法人白陽会、職員一同は当法人の理念であ
る「明るく楽しく過ごせる毎日」を念頭に於き、介護が必要
な高齢者に対し、様々な介護サービスを提供しています。

介護老人福祉施設ゴールデン鶴亀ホームでは、ご利用者の
生活を間接的に支援していただけるボランティアを積極的に
受け入れています。内容は傾聴・おしぼり巻き・食後の後片
付け・レクリエーション等です。平成２２年度は、延べ約
1000人の方々に協力していただきました。

ご利用者に安らぎの時を提供できるよう、これからも職員
一同努力していきたいと思います。（介護主任さんより）

写真１：

写真２
写真３

写真４
写真５

写真６：

写真７：

－８－


